
 

 

平成３０年７月２日 

 

各報道機関  御中 

 

                            宮崎大学企画総務部 

                               広報・渉外課 

 

みやざき子ども未来応援フォーラム2018 Vol.３の開催について 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃より本学の教育・研究・社会貢献活動についてご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本学教育学部では、平成 30年度宮崎県人権啓発推進協働事業として、標記フォーラムを開催いた

します。本フォーラムは、講師に南信之介氏（那覇市繁多川公民館館長）と三輪邦彦氏（日向子ども研究所

“絆”所長）をお招きして、南信之介氏の講演の後、トークセッションを行うものです。 

つきましては、貴社の「インフォメーションコーナー・お知らせコーナー」等に掲載して頂くとともに、取材

していただきますようお願いいたします。 

敬具 

 

記 

 

開催日時   2018年7月4日（水） 10:30～12:00 

    場  所   宮崎大学創立330記念交流会館コンベンションホール（木花キャンパス） 

    対  象   一般・学生 

    参 加 費   無料 

※詳細は別紙をご覧ください 

 

  

 

報道発表 ～世界を視野に 地域から始めよう～ 



平成３０年度宮崎県人権啓発推進協議会委託（宮崎県人権啓発活動協働推進事業） 

 

みやざき子ども未来応援フォーラム 2018 Vol.３のご案内 

 

  子ども虐待は、おとなと子どもの関係性の歪みですが、子どもの貧困は、家庭が地域から孤立してい

る，家庭と地域の関係性の歪みでもあり，子どもの貧困問題に取り組むには、地域づくりの視点が欠かせま

せん。 

 「貧困の解消は難しいが、孤立の解消ならできる」をテーマに、南信之介さんに那覇市繁多川公民館の取

り組みを紹介してもらいつつ、日向市で子ども食堂等に精力的に取り組んでいる三輪邦彦さんとトークセッ

ションにおいて、不登校や高校中退問題と地域の役割に焦点を当て、孤立を防ぐセーフティーネットの役割

を公民館や地域がどのように担えるか、地域づくりのあり方を深めていければと思います。みやざき子ども

未来応援フォーラムが、私たち自身の地域社会のあり様を捉え直す機会になれば幸いです。ぜひ、お誘い合

わせの上、ご参加くださいますようお願いいたします。 

 

日時：2018 年７月４日（水）1０：３0‐1２：００（開場 1０：００） 

 

場所：宮崎大学創立 330 記念交流会館コンベンションホール 

 

講師：南信之介氏（那覇市繁多川公民館館長） 

    三輪邦彦氏（日向子ども研究所“絆”所長） 

演題：「貧困の解消は難しいが、孤立の解消ならできる」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：宮崎大学大学院教育学研究科・宮崎大学教育学部・宮崎大学教育学部附属教育協働開発センター 

協力：宮崎県教育研修センター 

後援：宮崎県教育委員会 

参加費：無料（定員２00 名：事前申し込みにご協力ください。） 

申し込み先：2018 年６月２８日（木）までにご連絡ください。 

   〒889-2192 宮崎市学園木花台西 1－1 宮崎大学教育学部附属教育協働開発センター 竹内元 宛  

   ファックス：0985－58－5287    メールアドレス：gengen@cc.miyazaki-u.ac.jp 

【講師紹介（敬称略）】  南信之介（みなみ しんのすけ） 

受賞歴：文科省優良公民館表彰、地域再生大賞優秀賞 

繁多川公民館では、地域の方々と一緒に小学３年生に大豆栽培から豆腐つくりまでを支援する取組の他、「はん

だがわこども教室」や「いどばたごはん」を実施している。同公民館が、放課後の子どもたちを対象に、学習

支援や作業体験、生産活動などを行う「はんだがわこども教室」や、地域の高齢者の方々などと一緒に食事を

する「いどばたごはん」には、希望者の他、民生児童委員などが直接声かけをして誘った不登校児童や孤立し

がちな子どもたちも参加している。また、学校からの依頼を受け、公民館講座の準備や手伝い、清掃などを職

場体験として受け入れて出席扱いにしたり、高齢者とのふれあいを通して不登校の事例が解消したりする事例

もあるという。同公民館では、義務教育の早い段階から子どもたちの孤立や将来の非行を防ぐセーフティーネ

ットを、公民館が中心となって地域につくっていくための精力的な活動が展開されている。 


